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事業の
実効性※1

事業の
達成度※2

1 B B

2 B C

3

4

5

6

基準値(H28)

目標値(R04) H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 R04年度

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

※１　事業の実効性 ※２　事業の達成度

めざそう値・指標名 指標の定義
実績値

事業の内容

地域自治・コミュニティ活動の推進

具体的な事業結果

（総務課）
地域活動の拠点である地域公民館の施設整備・改修に関する補助金について
駐在員に周知し、令和４年度において２地区が補助金の利用を行った。
地域コミュニティ活動のための備品購入費に対する自治総合センターコミュニティ
助成（宝くじ助成）は２地区が採択された。

（政策調整課）
日本語教室を年間４４回実施し、延べ２６１名（対応したボランティア数４５５名）に
対して学習支援を行った。また、外国人の困りごと相談は年間３件あった。各種
イベントについても、概ね当初事業計画どおりに実施することができた。

令和４年度　第５次総合計画施策評価シート【年度末用】

担当部署 総務課 政策調整課

基本目標 みんなで“守る”～思いやりのある安全・安心なまちづくり～

2 #N/A

1 - #N/A

施策 コミュニティ

多文化共生の推進

・地域公民館は、地域自治・コミュニティの活動拠点となる施設であるため、その整備費を支援することで、地域活動の推進を図りたい。
地域コミュニティ活動のための備品購入費に対する自治総合センターコミュニティ助成（宝くじ助成）については、毎年度２地区ずつ申請しており、令和４年度は２地
区ともに採択となっている。
・委託先の扶桑町多文化共生センターの参加ボランティアメンバーのスキルアップの機会の不足及び学習者が企業に派遣されている実習生に偏っている点や学
習者の減少が課題である。

評価を踏まえた来年度以降の課題

評価を踏まえた来年度以降の改善策

・自治総合センターコミュニティ助成（宝くじ助成）については、2地区の採択が得られるよう地区への支援を行うとともに、地区に対する補助のあり方についても研
究する。
地域における役員の高齢化など、課題解決に向けて、聴き取りを行う
・各種イベント会場や報道機関等において、扶桑町多文化共生センターのPRやボランティア募集を積極的に展開もらうように努める。また日本語教室のチラシを、
外国人世帯に郵送や小中学校で配布するなど啓発する。

A・・・適切（100％）　B・・・おおむね適切（60％）
Ｃ・・・やや不適切（30％）　Ｄ・・・要改善（0％）

A・・・達成（100％）　B・・・おおむね達成（60％）
Ｃ・・・一部達成（30％）　Ｄ・・・未達成（10％）
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